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保育所統合に伴い、次のとおり開所時間が変わります。
 

４月からの開所時間
　　月曜～金曜日　午前７時３０分～午後６時１５分
　　土曜日　　　　午前７時３０分～午後１時

ひのっこ保育所の子どもたち 
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利
用
に
は

小
児
科
医
師
の
証
明
が
必
要

　

保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
児

童
が
病
気
の
回
復
期
に
あ
り
、
集

団
保
育
が
難
し
く
、
か
つ
保
護
者

の
勤
務
な
ど
の
都
合
に
よ
り
家

庭
で
育
児
を
行
う
こ
と
が
難
し

い
場
合
に
一
時
的
に
預
か
る
、

「
病
後
児
保
育
事
業
」
を
４
月
か

ら
始
め
ま
す
。

対
象
者　

小
児
科
医
師
か
ら
病

後
児
保
育
の
対
象
と
し
て
受
け

入
れ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
確

認
を
受
け
た
児
童

実
施
場
所　

日
野
病
院
「
託
児

室
」（
日
野
町
野
田
３
３
２
番
地
）

利
用
期
間
お
よ
び
時
間　

土
曜

日
を
除
く
保
育
所
開
所
日
で
、
午

前
８
時　

分
か
ら
午
後
４
時
ま

３０

で
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
集
団
保

育
が
困
難
で
あ
る
と
小
児
科
医

師
が
認
め
、
保
護
者
が
家
庭
で
育

児
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
期

間
と
し
、
連
続
し
て
最
高
５
日
間

ま
で
と
し
ま
す
。

利
用
料　

病
後
児
保
育
の
利
用

負
担
に
つ
い
て
利
用
料
は
無
料

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
児
童
の
食

事
・
お
や
つ
等
お
よ
び
保
育
に
必

要
な
も
の
（
紙
お
む
つ
、
着
替
え

等
）
は
保
護
者
側
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

利
用
申
込
み
方
法　
「
日
野
町
病

後
児
保
育
事
業
利
用
申
込
書
」
を

日
野
病
院
小
児
科
医
師
の
証
明

を
受
け
、
ひ
の
っ
こ
保
育
所
ま
た

は
役
場
健
康
福
祉
課
に
提
出
し
、

町
長
の
適
否
審
議
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な

場
合
な
ど
が
対
象
に

　

児
童
の
保
護
者
の
就
労
形
態
の

多
様
化
ま
た
は
病
気
な
ど
に
よ
り
、

家
庭
で
の
保
育
が
難
し
い
場
合
に

一
時
的
に
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
「
一
時
保
育
事
業
」
を
４
月

か
ら
始
め
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
は
、

次
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
非
定
型
的
保
育
サ
ー
ビ
ス　
　

　

保
護
者
の
就
労
形
態
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
へ
の
参
加
に
よ
り
、

家
庭
で
の
保
育
が
継
続
的
に
困
難

と
な
る
場
合
に
、
児
童
を
週
３
日

を
限
度
と
し
て
受
け
入
れ
る
サ
ー

ビ
ス

　

②
緊
急
保
育
サ
ー
ビ
ス

　

保
護
者
の
傷
病
、
入
院
や
冠
婚

葬
祭
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
等
に

よ
り
緊
急
一
時
的
に
保
育
の
必
要

な
児
童
を
受
け
入
れ
る
サ
ー
ビ
ス

 

③
保
護
者
の
育
児
に
伴
う
心
理

的
・
肉
体
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
児
童
の
保
育

対
象
者　

保
育
所
へ
入
所
し
て
い

な
い
満
１
歳
以
上
の
児
童

実
施
場
所　

ひ
の
っ
こ
保
育
所

（
日
野
町
津
地
６
９
０
番
地
）

実
施
時
間
お
よ
び
期
間　

保
育
所

開
所
日
の
う
ち
土
曜
日
を
除
く
午

前
８
時　

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

３０

と
し
ま
す
が
、
利
用
時
間
に
つ
い

て
は
あ
ら
か
じ
め
保
護
者
と
協
議

し
決
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
育

所
に
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き
は

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
料　

事
業
に
必
要
な
経
費
の

一
部
と
し
て
、
当
該
年
度
の
保
育

料
徴
収
基
準
額
表
に
よ
り
利
用
日

数
に
応
じ
て
算
定
し
た
額
を
利
用

料
と
し
て
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
た
だ
し
、
保
育
に
必
要
な
も

の
（
紙
お
む
つ
、
着
替
え
等
）
は

保
護
者
側
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
申
込
み
方
法　
「
日
野
町
一

時
保
育
事
業
利
用
申
込
書
」
を
、

利
用
す
る
３
日
前
ま
で
に
ひ
の
っ

こ
保
育
所
ま
た
は
役
場
健
康
福
祉

課
に
提
出
し
、
町
長
の
適
否
審
議

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
支
援
室
「
お
ひ
さ
ま
ひ

ろ
ば
」
で
は
、
保
育
所
に
入
所
し

て
い
な
い
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
毎
週
水
曜
日
の
午
前

９
時
～
午
前　

時
に
開
い
て
い
ま

１１

し
た
が
、
４
月
か
ら
開
設
日
を
増

や
す
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

 
 

役場健康福祉課
（電話７２‐０３３４）

または

ひのっこ保育所
（電話７２‐０２３８）
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ごみ出しのポイント
 

■収集日は必ず守りましょう

■収集日の朝８時までに出しましょう
■袋・シールにはきちんと氏名を書きましょう

■きちんと分別して出しましょう

ま
ち
で
は
、
平
成　

年
度
の

２０

「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

１
年
間
大
切
に
保
存
し
て
い
た
だ
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
徹
底
を

小
さ
な
古
紙
も
工
夫
し
て

 　　

日
野
町
の
古
紙
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
は
、
県
内
で
最
低
の
状
況
で

す
。
家
庭
や
事
業
所
で
「
古
紙
入

れ
箱
」
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、

新
聞
・
チ
ラ
シ
・
本
だ
け
で
な
く
、

封
筒
・
ハ
ガ
キ
・
名
刺
・
コ
ピ
ー

用
紙
な
ど
の
小
さ
な
古
紙
で
も
、

封
筒
に
入
れ
た
り
新
聞
に
挟
む

な
ど
、
工
夫
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
濡
れ
た
古
紙
は
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
雨
の
日

は
次
の
収
集
日
に
出
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
５
月
か
ら
布
類
を
収
集
し
ま
す

　　

ま
ち
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
、

２１

Ｒ
Ｐ
Ｆ
（
布
類
・
軟
質
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
木
く
ず
な
ど
）
の
分
別

収
集
を
始
め
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
５
月
か
ら
布

類
の
収
集
を
試
行
的
に
行
い
ま

す
（
年
３
回
）。

　

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
「
Ｒ

Ｐ
Ｆ
（
布
）」
と
記
載
し
て
あ
る

日
に
収
集
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

ご
家
庭
に
残
っ
て
い
る

古
い
ご
み
袋
も
使
え
ま
す

　　

ま
ち
で
は
、
昨
年
９
月
か
ら
新

し
い
ご
み
袋
を
販
売
し
て
い
ま

す
が
、
５
月
末
ま
で
に
限
り
、
ご

家
庭
に
残
っ
て
い
る
古
い
不
燃

系
ご
み
袋
を
、
可
燃
ご
み
袋
と
し

て
使
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

※
古
い
不
燃
系
の
ご
み
袋
は
、
期

間
に
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区

分
で
使
え
ま
す
。

可
燃
ご
み
袋
と
し
て
使
え
る
袋

▼
不
燃
ご
み
袋
（
赤
色
）

▼
資
源
ご
み
袋
（
青
色
）

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
袋
（
黄
色
）

▼
蛍
光
管
袋
（
紫
色
）

可
燃
ご
み
袋
と
し
て
使
え
な
い
袋

▼
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
袋
（
オ
レ
ン

ジ
色
）

※
古
い
袋
を
使
う
と
き
は
差
額

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
袋
の
重
さ
は　

㌔
ま
で
。

１０

ま
た
、
蛍
光
管
袋
は
、
袋
の
下
に

６
か
所
穴
が
あ
り
ま
す
の
で
、

テ
ー
プ
な
ど
で
ふ
さ
い
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

役
場
産
業
振
興
課

　
　
　
　
（
電
話　

‐
２
１
０
１
）

７２
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４月１日から、これまで日野総合事務所福祉保健局で行ってきた業
務は、一部を除いて西部総合事務所へ移管されます。

わからないことなどありましたら、お気軽にお問合せください
問合せ　日野総合事務所 福祉保健局 福祉総務課
　　　　　　　　　　　　　　　（電話７２‐２０３２または７２‐２０９１）

場　所時　間実施日

舟場コミュニティセンター前
高尾公会堂前
金持公民館前
板井原公民館前
町青年の家前（濁谷）

１３：１５～１３：３０
１３：４０～１３：５０
１４：００～１４：１０
１４：２０～１４：３０
１４：５０～１４：５５

４月
１４日（月）

野田みちくさの館前
津地自治会館前
老人憩の家前（下榎）
上本郷公会堂前
奥渡公民館前
山村開発センター前（根雨）

１３：１０～１３：３０
１３：４０～１３：５０
１４：００～１４：１０
１４：２０～１４：３０
１４：４０～１４：５０
１５：１０～１５：３０

４月

１５日（火）

久住集会所前
小河内バス停前
上菅駅前
町公民館前（黒坂）

１３：２０～１３：３０
１３：５０～１４：００
１４：１０～１４：２０
１４：３０～１４：５０

４月

１６日（水）

山村開発センター前（根雨）１４：００～１４：２０

６月

１１日（水）

※補足日

料　金

（登録料・注射済証交付料・注射料）新規登録の人

（注射済証交付料・注射料）登録済の人

（希望者のみ）80 円犬マーク

▼注射には、犬を固定できる人が連れてきてください
▼動物病院で個別注射をした場合も役場に届け出てください

問合せ　役場健康福祉課（電話７２－０３３４）

▼
予
防
の
た
め
必
ず
注
射
を

　

狂
犬
病
は
、
犬
に
か
ま
れ
た
傷

か
ら
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
発
病

す
れ
ば
、
ほ
ぼ
１
０
０
㌫
死
亡
す

る
病
気
で
す
。
最
近
で
は
平
成　
１８

年
に
日
本
人
旅
行
者
が
海
外
で
犬

に
か
ま
れ
、
帰
国
後
狂
犬
病
を
発

病
し
死
亡
し
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
狂
犬
病

の
こ
と
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
認
識
し
、

年
１
回
の
予
防
注
射
を
必
ず
受
け

さ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
の
集
合
注
射
を
左

２０

記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
集
合
注

射
が
で
き
な
い
場
合
は
、
動
物
病

院
で
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
後　

日
以
上
の
犬
を

９０

新
た
に
飼
い
始
め
た
と
き
、
飼
い

主
を
変
更
し
た
と
き
、
犬
が
死
亡

し
た
と
き
な
ど
は
、
必
ず
役
場
ま

で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

主な業務４月１日から
【福祉】生活保護、母子・寡婦福祉
【保健】感染症、精神障害者支援、被爆者援護、発
　　　　達支援、介護予防
【生活環境】犬・猫の引き取り、鳥獣保護、環境学習、
　　　　生活環境に関する総合窓口

今までどおり
（日野総合事務所 福祉保健局）

【福祉】介護保険、身体・知的障害者支援、児童福
　　　　祉、ＤＶ（配偶者・パートナーなどからの暴力）、
　　　　自立支援医療（精神通院・育成）
【保健】　医事、薬事、結核、栄養指導、健康づくり、母子
　　　　　保健、禁煙支援、特定疾患、不妊治療、養育医療

西部総合事務所 福祉保健局へ

【生活環境】廃棄物、浄化槽、食品衛生、生活衛生、　
　　　　水・大気等環境保全、狩猟免許

西部総合事務所 生活環境局へ
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▼利用方法　原則として、希望日の１週間
前までに所定の用紙による申込みが必要です。
※申込用紙は、役場健康福祉課とふくろうに
あります。

▼費　　用　原則として無料です
▼そ　の　他　政治団体や宗教団体の活動 ､
企業の営利活動には原則として派遣できませ
ん。※秘密は固く守ります

▼申込み・問合せ　
特定非営利活動法人　コミュニケーション支
援センターふくろう（米子市上福原７-１３-１、
電話０８５９‐３２‐７３３８）
または ､役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

ま
ち
で
は
、
聴
覚
障
害
が
あ
る
人
へ
の
支
援
と
し
て
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
聴
覚
障
害
が
あ
る
人
に
必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
た
め
、

手
話
通
訳
者
と
要
約
筆
記
者
（
文
字
に
よ
る
情
報
保
障
）
を
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

ま
ち
で
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う
に

こ
の
事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①申込み

②
依
頼

③
派
遣

平成２０年度　手話奉仕員養成講習会【入門課程】受講生を募集します

　県では、聴覚障害者のコミュニケーション支援を行う手話奉仕員を養成するための講習会を開きます。
　

▼内　容　厚生労働省手話奉仕員養成カリキュラムに準じて行います

　　　　　①実技　②聴覚障害者福祉等に関する講義

▼対　象　聴覚障害者等の福祉に理解と熱意がある人

▼日時・場所・定員　 ※希望者多数の場合は抽選を行います

▼受講申込方法　手話奉仕員養成講習会受講申込書（用紙は役場健康福祉課とふくろうにあります）に

必要事項を記入し、下記の住所宛てに「手話奉仕員養成講習会受講申込書」在中と赤で記入のうえ郵送

してください。【受講申込締切：平成２０年４月４日（金）当日消印有効】

▼申込み・問合せ　〒６８３-０００４　米子市上福原７-１３-１　鳥取県立鳥取聾学校ひまわり分校内

　　　　　　　　　特定非営利活動法人　コミュニケーション支援センターふくろう

　　　　　　　　　（電話０８５９-３２-７３３８、ＦＡＸ０８５９-３２-７３９２）

定　員時　間場　所受講期間会　場

４０人
午後６時４５分～
午後８時４５分

米子市福祉保健総合センター
ふれあいの里（米子市錦町）

平成２０年４月１１日～（計２３回）
※おおむね毎週金曜日
期間中３回集中講座を開催（日曜日）

西部会場
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う
る
う
年
の
１
日
多
い
日
を
地
域
で
楽
し
も
う

と
、
安
原 
才 
の 
上 
地
区
の
う
る
う
講
が
、
２
月　

日
、

さ
い 

う
え

２４

安
原
集
会
所
で
開
か
れ
、
地
区
住
民
約　

人
が
参

２０

加
し
、
会
食
の
ほ
か
福
引
き
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
う
る
う
講
の 
当
家 
（
世
話
人
）
の
瀬
田
寿

と
う
や

幸
さ
ん
は
、「
こ
の
う
る
う
講
の
記
録
が
残
っ
て
い

る
の
は
大
正
６
年
か
ら
。
こ
れ
だ
け
続
い
て
い
る

の
は
町
内
で
も
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
人
も
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
交
流
の
た
め
に
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
け
た
ら
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

９０年以上欠かさず続けられている伝統行事

余
分
な
１
日
を
地
域
み
ん
な
で

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
料
理
を
通
し
て
交
流
し

よ
う
と
、
３
月
２
日
、
舟
場
の
女
性
グ
ル
ー
プ
・
あ

じ
さ
い
の
会
（
川
上
国
子
代
表
）
主
催
の
料
理
教
室

が
、
舟
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
地

域
の
子
ど
も
と
大
人
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３０

　

今
回
は
、
ひ
な
ま
つ
り
に
因
ん
で
、
お
ひ
な
様
の

形
の
五
目
ず
し
や
ケ
ー
キ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
、

参
加
者
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。

　

川
上
代
表
は
、「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ

ん
参
加
し
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
。
特
に
子
ど
も
が

興
味
を
持
っ
て
し
て
く
れ
た
の
で
う
れ
し
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

思い思いにケーキを飾り付け

み
ん
な
で
お
い
し
い
ひ
な
ま
つ
り

▼
議
案
①　

平
成　

年
度
日
野
町

２０

教
育
行
政
施
策
に
つ
い
て
＝
「
心

豊
か
な
人
づ
く
り
と
薫
り
高
い
文

化
の
町
づ
く
り
を
め
ざ
す
」
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
学
校
教
育
の
充

実
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
・
人

権
同
和
教
育
の
推
進
、
芸
術
文
化

振
興
と
文
化
財
保
護
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
施
策
を
示

し
ま
し
た
。

▼
議
案
②　
「
町
進
学
奨
励
金
交

付
要
綱
」
の
廃
止
に
つ
い
て
＝
高

校
等
進
学
奨
励
金
の
交
付
を
す
る

要
綱
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
③　
「
町
教
育
委
員
会
事

務
局
の
組
織
に
関
す
る
規
則
」
の

全
部
改
正
に
つ
い
て
＝
新
た
に
始

ま
る
教
育
委
員
会
の
事
務
管
理
や

執
行
状
況
の
点
検
・
評
価
・
公
表

に
向
け
て
、
事
務
分
担
を
明
確
に

す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
④　
「
町
教
育
委
員
会
教

育
長
に
対
す
る
委
任
等
に
関
す
る

規
則
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
＝

教
育
長
に
委
任
す
る
事
務
の
制
限

に
、
教
育
委
員
会
の
点
検
・
評
価

に
関
す
る
こ
と
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

▼
議
案
⑤　
「
町
教
育
委
員
会
教

育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一

部
を
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
の

長
に
委
任
す
る
規
程
」
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
＝
「
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
」
の
改
正
に
伴
い
、
こ
の
規
程

の
条
番
号
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
⑥　
「
町
学
校
職
員
の
自

家
用
自
動
車
の
公
務
使
用
に
関
す

る
取
扱
要
項
」
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
＝
教
職
員
の
自
家
用
車
の
公

務
使
用
に
つ
い
て
、
実
態
に
合
わ

せ
た
申
請
が
で
き
る
よ
う
変
更
す

る
も
の
で
す
。

▼
議
案
⑦　
「
町
学
校
事
務
の
共

同
実
施
要
項
」
の
制
定
に
つ
い
て

＝
小
中
学
校
共
同
事
務
の
実
施
に

向
け
て
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

要
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
年
度
の
教
育
行
政
施
策
な
ど
承
認
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「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に

関
す
る
年
金
相
談

　　

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
の
加

入
記
録
を
記
載
し
た
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
を
、
新
た
に
記
録
が
結

び
つ
く
と
思
わ
れ
る
受
給
者
お
よ

び
加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
順
次
郵

送
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
鳥
取
社
会
保

険
事
務
局
の
職
員
が
年
金
相
談
所

を
開
き
ま
す
。

　

相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳
ま
た

は
年
金
証
書
な
ど
、
年
金
番
号
が

確
認
で
き
る
書
類
と
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
人
に
よ
る
相
談
の
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

日　

時　

３
月　

日
（
月
）

３１

　
　
　
　

午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

会　

場　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

鳥
取
社
会
保
険
事
務
局

年
金
課
（
０
８
５
７
‐　

‐
１
１

３９

７
４
）

土
地
価
格
等
･
家
屋
価
格
等
縦

覧
簿
の
縦
覧
と

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

●
土
地
価
格
等
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
簿
の
縦
覧

期
間　

４
月
１
日
～
５
月　

日
３１

時
間　

平
日
の
午
前
８
時　

分
～

３０

午
後
５
時　

分
ま
で

３０

場
所　

役
場
住
民
課

閲
覧
で
き
る
人　

土
地
、
家
屋
の

納
税
義
務
者

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

期
間　

４
月
１
日
か
ら
、
平
日
の

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時　

分

３０

３０

ま
で
場
所　

役
場
住
民
課

閲
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
（
本
人
の
台
帳
閲
覧
）、

借
地
人
、
借
家
人
（
借
り
て
い
る

物
件
の
台
帳
閲
覧
）

問
合
せ　

役
場
住
民
課
評
価
係

　
　
　
　
（
電
話　

‐
０
３
３
３
）

７２

国
税
専
門
官
を
募
集

　　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格　

①
昭
和　

年
４
月
２

５４

日
～
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

６２

の
人
②
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

６２

生
ま
れ
の
人
で
、（
１
）
大
学
を
卒

業
し
た
人
、
平
成　

年
３
月
ま
で

２１

に
大
学
卒
業
見
込
み
の
人
。（
２
）

人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ
る
人
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

採
用
予
定
数　

約
１
２
０
０
人

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

受
験
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
火
）

か
ら
４
月　

日
（
月
）
ま
で

１４

受
験
申
込
先　

広
島
国
税
局

●
第
１
次
試
験　

６
月　

日
（
日
）

１５

試
験
地　

松
江
市
、
岡
山
市
、
広

島
市
▼
試
験
科
目
＝
教
養
試
験

（
多
枝
選
択
式
）、
専
門
試
験
（
多

枝
選
択
式
、
記
述
式
）
▼
第
１
次

試
験
合
格
発
表
＝
７
月
８
日

●
第
２
次
試
験　

７
月　

日
（
月
）

２８

か
ら　

日
（
木
）
の
う
ち
指
定
す

３１

る
日
▼
試
験
地
＝
広
島
市
▼
試
験

科
目
＝
人
物
試
験
、
身
体
検
査
▼

最
終
合
格
発
表
日
＝
８
月　

日
２９

受
験
申
込
書
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
請
求
、
問
合
せ　

広
島
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係
（
電
話

０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１
）、

ま
た
は
米
子
税
務
署
総
務
課
（
電

話
０
８
５
９
‐　

‐
４
１
２
１
）

３２

  
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

 　

平
成　

年
度
の
自
衛
官
採
用
試

２０

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
資
格　

大
学
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
男
女
で
、
平
成　

年
２１

４
月
１
日
現
在
、　

歳
以
上　

歳

２２

２６

未
満
の
人

受
付
期
間　

４
月
１
日
（
火
）
～

５
月　

日
（
月
）

１２

試
験
日
等　

▼
１
次
試
験
（
筆
記

試
験
等
）
＝
５
月　

日
（
土
）

１７

▼
２
次
試
験
（
口
述
・
身
体
検
査

等
）
＝
６
月
中
旬

入
隊　

平
成　

年
４
月
１
日

２１

身
分
・
待
遇　

特
別
職
国
家
公
務

員
▼
給
与
＝
月
額　

万
３
０
０
円

２１

（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）
▼

１９

賞
与
＝
期
末
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ

ス
）
年
２
回
▼
昇
給
＝
年
１
回
▼

勤
務
や
職
種
に
応
じ
た
各
種
手
当

や
保
険
、
年
金
制
度
も
充
実

問
合
せ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
２
４

３３

４
０
）

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

 　

総
務
省
で
は
、
よ
り
よ
い
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
内
容　

①
総
務
省
が

行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

（
全
員
）
②
各
地
域
で
総
務
省
が

開
く
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
年
１
回
開

催
予
定
）
へ
の
出
席
（
別
途
出
席

を
お
願
い
す
る
人
の
み
）

募
集
期
間　

４
月
４
日
（
金
）
ま
で

募
集
人
員　

中
国
地
方
で
１
０
０
人

応
募
資
格　

電
話
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
に
関
心
が
あ
る
満　

歳
以
上
の

２０

人
で
、
モ
ニ
タ
ー
活
動
を
行
う
こ

と
が
可
能
な
人
（
総
務
省
や
電
気

通
信
事
業
者
に
勤
務
経
験
が
あ
る

人
や
そ
の
家
族
を
除
く
）

委
嘱
期
間　

平
成　

年
６
月
１
日

２０

～
平
成　

年
３
月　

日

２１

３１

応
募
方
法　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
、
①
住

所
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
電
話

番
号
④
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑤
年

齢
、
性
別
、
職
業
⑥
応
募
の
動
機

⑦
募
集
を
知
っ
た
媒
体
を
記
入
の

う
え
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

謝
金　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力

い
た
だ
い
た
人
、
モ
ニ
タ
ー
会
議

に
出
席
い
た
だ
い
た
人
に
別
途
謝

金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

選
考
結
果　

選
定
の
結
果
、
採
用

す
る
人
に
は
、
５
月
末
ま
で
に
通

知
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
な
か
っ
た

人
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
・
応
募
先　

中
国
総
合
通

信
局
電
気
通
信
事
業
課
（
電
話
０

８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
７
７
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
８
２
‐
５
０
２
‐
８
１
５
２
）

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

chugoku-monitor@rbt.soumu.go.jp

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
で
は
、
平
成　

年
度
の
予
算
執

２０

行
に
か
か
る
入
札
か
ら
、
従
来
の

方
法
を
改
め
、
全
て
参
加
希
望
型

の
方
法
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

入
札
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
組
合
総
務
課
（
電
話
０
８
５

９
‐　

‐
７
７
２
２
）
ま
で
お
問

２２

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp:www.tottori-seibukoi
ki.jp/

）
に
、
順
次
情
報
を
掲
載

す
る
予
定
で
す
。



　

今
年
度
、
町
内
の
各
小
中
学
校

で
は
、「
人
権
の
花
運
動
」
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
子
ど
も
た
ち
が

協
力
し
て
花
を
栽
培
し
、
成
長
を

観
察
し
な
が
ら
命
の
大
切
さ
や
思

い
や
り
の
心
を
育
て
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
人
権
意
識
を
養

成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
や
パ
ン
ジ
ー
、
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
、

四
季
の
花
々
の
苗
や
球
根
を
植
え

付
け
、
年
間
通
じ
て
水
や
り
、
除

草
な
ど
の
世
話
を
続
け
て
見
事
な

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

日野町人権・同和教育推進協議会 広報紙

２００８年３月発行

命
の
大
切
さ
、

思
い
や
り
の
心
を
育
む

 

▼
人
権
の
花
運
動

みんなの心に人権の種をまこう

人権のまち  ひの０１

友だちと楽しく作業（根雨小学校）

玄関が花いっぱいの花壇に（黒坂小学校）

色
と
り
ど
り
の
花
で
明
る
い
心
を
（
黒
坂
小
学
校
）

イメージキャラクター「人ＫＥＮまもる君」（中央）と（日野中学校）

咲き終わった花からは種を収穫（根雨小学校）



▼
研
究
集
会
が
め
ざ
す
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
概
要
）

　

多
元
的
文
化
や
価
値
観
な
ど
の

多
様
化
が
進
み
、
国
際
的
な
相
互

理
解
も
深
ま
る
一
方
、
世
界
各
地

で
は
内
紛
や
暴
動
、
悲
惨
な
事
件

が
起
こ
り
、
多
く
の
尊
い
人
命
が

失
わ
れ
る
と
い
う
、
最
も
重
大
な

人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃

に
向
け
て
、
日
本
が
国
際
社
会
で

積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
が
真
に

国
際
社
会
か
ら
信
頼
を
得
る
に
は
、

人
権
文
化
社
会
の
創
造
を
目
指
し

た
人
権
意
識
の
高
揚
な
ど
、
国
民

的
課
題
と
す
べ
き
多
く
の
問
題
が

浮
上
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
生
活
の
基

盤
で
あ
る
地
域
社
会
の
観
点
か
ら

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

明
日
が
希
望
に
満
ち
て
心
豊
か

で
あ
り
た
い
と
の
願
い
は
、
ふ
る

さ
と
に
住
む
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
、
現
実
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
産
業
や
文
化
、
教
育
や
情

報
、
医
療
や
福
祉
基
盤
な
ど
の
生

活
の
面
で
は
、
超
高
齢
・
過
疎
化

の
問
題
を
背
景
に
し
て
、
ほ
か
の

地
域
に
比
べ
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
と
し
て
も
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
障
害
が
あ
る
人
な
ど
に

対
す
る
差
別
、
身
元
調
査
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
中
傷
な
ど
の
部

落
差
別
や
、
女
性
問
題
な
ど
、
暮

ら
し
の
中
に
も
様
々
な
人
権
問
題

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

人
権
意
識
を
高
め
国
際
社
会
で

責
任
を
果
た
す
こ
と
と
共
に
、
特

に
私
た
ち
の
生
活
に
直
接
影
響
を

及
ぼ
す
地
域
づ
く
り
の
基
本
と
し

て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

人
権
文
化
社
会
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
ま
ず

身
の
回
り
の
人
権
に
つ
い
て
深
く

見
つ
め
よ
う
と
、「
暮
ら
し
に
生

か
す
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
に

つ
と
め
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
こ
こ
数
年
間
議
論
し
な
が
ら
研

究
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
さ

ら
に
地
域
の
具
体
的
な
人
権
問
題

の
報
告
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
暮
ら

し
の
中
で
あ
ら
わ
し
進
め
あ
っ
て

行
け
る
よ
う
な
研
究
へ
と
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
集
会
で
は
、
藤
井
輝

明
先
生
の
講
演
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

①
地
域
に
ど
の
よ
う
な
人
権
課
題

が
あ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

が
ど
こ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か

を
「
正
し
く
知
る
」
こ
と

②
そ
の
問
題
は
当
事
者
だ
け
の
問

題
で
な
く
、
住
民
と
し
て
暮
ら
し

て
い
く
う
え
で
「
自
分
の
問
題
・

み
ん
な
の
問
題
」
で
あ
る
こ
と

③
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
は
、

よ
り
一
層
「
人
権
尊
重
が
基
礎
」

と
な
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

　

こ
れ
ら
の
認
識
を
深
め
、

▼
自
ら
の
暮
ら
し
の
中
で
「
態
度

に
表
わ
す
」
こ
と
の
大
切
さ
に
気

づ
く
こ
と

▼
人
権
を
基
に
し
た
仕
組
み
を
み

ん
な
で
考
え
、「
行
動
を
起
こ
し

て
進
め
る
」
こ
と

　

こ
の
研
究
集
会
で
は
、
以
上
の

項
目
を
推
進
す
る
た
め
の
研
究
の

場
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
課
題
や
成
果
が
、

地
域
で
の
小
地
域
座
談
会
で
さ
ら

に
深
く
話
し
合
わ
れ
、
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
れ
ば
と
、
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
研
究
主
題
を
「
あ

た
た
か
い
日
野
町
、
人
権
の
種
を

ま
こ
う
、
育
て
よ
う
」
と
し
、
研

究
内
容
を
「
深
め
よ
う
・
あ
ら
わ

そ
う
・
進
め
よ
う
」
と
し
ま
し
た
。

人
権
を
大
切
に
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を

 

町
内
外
か
ら
２
０
０
人
が
参
加

　

▼
人
権
啓
発
講
演
会
お
よ
び
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会

私
た
ち
の
身
の
回
り
の

差
別
や
人
権
問
題
を
と
も
に
考
え
、

一
人
一
人
の
人
権
を
大
切
に
し
た

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

２
０
０
７
年　

月
４
日
、

１２

人
権
啓
発
講
演
会
及
び

第　

回
日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会
が

３２
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

町
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

人
権
啓
発
講
演
会
で
は
、

鳥
取
大
学
医
学
部
教
授  
藤
井
輝
明
さ
ん
の
講
演
、

研
究
集
会
で
は
、

各
界
の
関
係
者
ら
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人権のまち  ひの ０２



藤
井
さ
ん
の
講
演
内
容
（
要
旨
）

差
別
の
中
、
支
え
て
く
れ
た
両
親

　　

私
は
、
２
歳
の
と
き
顔
面
に
海

綿
状
血
管
腫
が
現
れ
、
顔
の
右
半

分
が
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
、
遺
伝
子
の
異
常

に
よ
り
皮
膚
の
下
の
血
管
の
壁
が

腫
れ
て
く
る
も
の
で
す
が
、
伝
染

も
遺
伝
も
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

周
り
の
人
た
ち
か
ら
は
、「
前
世

の
報
い
が
た
た
り
と
な
っ
て
顔
に

現
れ
た
も
の
だ
」、「
あ
ん
な
顔
の

子
供
が
地
域
に
い
る
の
は
迷
惑
。

土
地
家
屋
の
値
段
も
下
が
る
し
、

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
な
る
の

で
と
っ
と
と
出
て
行
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
根
拠
の
無
い
偏
見
に

よ
る
言
葉
を
浴
び
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
は
ひ
ど
い
い
じ

め
に
も
遭
い
ま
し
た
が
、
乗
り
越

え
て
こ
ら
れ
た
の
は
両
親
の
お
か

げ
。
看
護
師
で
も
あ
っ
た
母
は
、

私
の
た
め
に
地
域
を
一
軒
一
軒
訪

ね
歩
い
て
私
の
病
気
に
つ
い
て
説

明
し
、
ご
く
普
通
に
接
し
て
ほ
し

い
と
頭
を
下
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
権
課
題
は
当
事
者
だ

け
で
な
く
自
分
の
問
題
だ
と
と
ら

え
る
こ
と
、
そ
れ
を
態
度
に
表
し

て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
こ
と
を
母
は
昔
し
て
く

れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
両
親
は
、

「
世
の
中
に
自
分
の
味
方
は
２
人

い
る
。
世
の
中
の
人
み
ん
な
が
お

前
を
拒
否
し
た
と
し
て
も
、
お
父

さ
ん
と
お
母
さ
ん
だ
け
は
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
永
遠
に
お
ま
え
の
味

方
だ
。
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
い

つ
で
も
両
親
の
顔
を
思
い
出
せ
」

と
言
い
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

 

絶
望
の
中
で
の
出
会
い

　　

成
人
し
て
か
ら
の
私
に
も
辛
い

現
実
が
あ
り
ま
し
た
。　

社
の
企

５０

業
の
就
職
試
験
を
受
け
ま
し
た
が
、

全
て
だ
め
で
し
た
。
水
泳
・
ス

キ
ー
な
ど
の
資
格
や
教
員
免
許
も

持
っ
て
い
た
の
に
そ
れ
は
全
く
評

価
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
容
姿
の

ほ
か
に
も
、
ど
の
地
域
で
生
ま
れ

育
っ
た
の
か
も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

就
職
が
う
ま
く
い
か
ず
、『
お

ま
え
は
不
要
な
ん
だ
』
と
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
気
分
だ
っ
た
と
き

偶
然
行
っ
た
講
演
会
で
、
血
管
腫

手
術
の
権
威
と
呼
ば
れ
て
い
た
博

士
と
の
出
会
い
が
私
を
変
え
ま
し

た
。
博
士
は
「
私
と
一
緒
に
勉
強

し
よ
う
、
働
こ
う
」
と
言
っ
て
く

れ
、
博
士
が
理
事
長
を
つ
と
め
る

研
究
所
に
就
職
で
き
た
の
で
す
。

 

あ
き
ら
め
ず
に
日
々
を
過
ご
し
て

　　

そ
の
人
に
し
か
で
き
な
い
役
割

や
仕
事
は
必
ず
あ
る
し
、
そ
の
人

に
し
か
な
い
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

は
全
て
の
人
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

世
に
生
ま
れ
た
以
上
、
不
要
な
人

間
・
役
に
立
た
な
い
人
間
は
い
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
地
域
で
語
っ

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

全
て
の
人
生
に
お
い
て
、
早
い

遅
い
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
全
て

の
人
が
さ
ん
さ
ん
と
光
り
輝
く
栄

光
に
包
ま
れ
た
道
を
歩
く
と
き
が

必
ず
来
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

一
人
一
人
が
粘
り
強
く
、
あ
き
ら

め
ず
に
、
日
々
や
る
べ
き
こ
と
を

や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

全
て
の
人
が
、
さ
ん
さ
ん
と
輝
く

栄
光
の
道
を
歩
け
る
日
を
目
指
そ
う

　

▼
人
権
啓
発
講
演
会
「
笑
う
顔
に
は
福
来
た
る
」

自らの体験をさわやかな語り口で話す藤井さん

人権のまち  ひの０３



　

講
演
会
に
続
い
て
行
わ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
あ
た
た
か

い
日
野
町
、
人
権
の
種
を
ま
こ
う
、

育
て
よ
う
」
を
研
究
主
題
に
、
子

ど
も
の
人
権
（
報
告
者
＝
井
上
幹

朗
さ
ん
）・
高
齢
者
の
人
権
（
報
告

者
＝
山
根
美
奈
子
さ
ん
、
生
田
公

恵
さ
ん
）・
障
害
者
の
人
権
（
報
告

者
＝
田
子
功
司
さ
ん
）・
部
落
差
別

（
報
告
者
＝
山
口
代
子
さ
ん
）
の

４
つ
の
人
権
課
題
に
つ
い
て
の
現

状
と
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
の
話

し
合
い
が
、
加
持
谷
典
範
さ
ん
の

進
行
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
報

告
者
か
ら
の
現
状
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

▼
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て

　
　
　
　

報
告　

井
上
幹
朗
さ
ん

　
「
今
、
高
校
生
の
間
で
は
、
携
帯

電
話
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
掲
示
板
に
匿
名
で
自
分
の

悪
口
が
書
か
れ
、
そ
の
犯
人
探
し

を
し
て
け
ん
か
に
な
っ
た
り
と
、

ど
ん
ど
ん
ト
ラ
ブ
ル
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
を

持
っ
て
い
る
生
徒
は
、
１
年
生
で

は
約
８
割
。
３
年
生
に
な
る
と
ほ

と
ん
ど
が
持
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
は
関
係
な
く
作
ら
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
『
裏
サ
イ
ト
』
も
ま
た

問
題
で
す
。
き
ち
ん
と
し
た
内
容

の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
他
人
の

悪
口
の
連
続
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
と
て
も
便
利
な
反
面
、
と
て
も

恐
ろ
し
い
も
の
。
こ
の
現
状
を
大

人
も
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
」

▼
高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て

　
　
　

報
告　

山
根
美
奈
子
さ
ん

　
「
私
が
聞
き
取
り
し
た
高
齢
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
お
話
し
ま

す
。
高
齢
に
な
る
と
視
力
の
低
下

や
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
り
し
ま
す

が
、
そ
れ
は
普
通
に
老
い
る
こ
と

で
起
き
る
こ
と
。
で
も
、
若
い

人
・
健
康
な
人
に
は
そ
れ
が
わ
か

り
に
く
く
、
思
い
や
り
の
な
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

行
き
た
く
な
い
の
に
施
設
に
入

れ
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
と
て
も
辛

い
こ
と
。
逆
に
施
設
か
ら
家
庭
に

帰
る
の
は
難
し
い
し
、
入
所
と
同

時
に
家
族
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
人

も
多
い
と
い
い
ま
す
。
家
族
で
あ

り
つ
づ
け
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う

な
の
で
す
。

　

介
護
の
現
場
で
は
、
忙
し
さ
や

大
変
さ
の
中
で
言
葉
使
い
が
ぞ
ん

ざ
い
に
な
っ
た
り
と
い
う
現
実
も

あ
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
当
に

高
齢
者
の
人
権
が
守
ら
れ
て
ケ
ア

さ
れ
て
い
る
の
か
、
厳
し
い
状
況

も
あ
る
と
思
う
の
で
、
費
用
の
か

か
ら
な
い
方
法
や
、
ど
う
支
え

あ
っ
て
い
け
ば
い
い
か
と
い
う
こ

と
を
提
案
し
あ
え
た
ら
と
思
い
ま

す
」

　
▼
障
害
者
の
人
権
に
つ
い
て

　
　
　
　

報
告　

田
子
功
司
さ
ん

　
「
全
国
で
聞
く
話
で
す
が
、
知

的
障
害
・
精
神
障
害
が
あ
る
人
の

施
設
を
地
域
の
中
に
作
ろ
う
と
す

る
と
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

近
隣
の
人
た
ち
か
ら
何
ら
か
の
反

対
の
声
が
上
が
り
ま
す
。
そ
の
原

因
に
は
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解

の
不
足
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

障
害
者
を
怖
が
っ
た
り
遠
ざ
け

た
り
す
る
の
は
、
そ
の
人
た
ち
の

こ
と
を
良
く
知
ら
な
い
か
ら
起
こ

る
差
別
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

新
聞
な
ど
で
、
障
害
者
に
よ
る

犯
罪
な
ど
が
報
道
さ
れ
ま
す
が
、

統
計
的
に
は
そ
の
割
合
は
非
常
に

少
な
い
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
認

識
不
足
が
偏
見
を
生
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

▼
部
落
差
別
に
つ
い
て

　
　
　
　

報
告　

山
口
代
子
さ
ん

　
「
環
境
改
善
の
た
め
の
同
和
対

策
の
特
別
措
置
法
は
期
限
を
迎
え
、

そ
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
が
、
差

別
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
地
域
懇
談

会
な
ど
で
も
『
部
落
差
別
の
こ
と

は
も
う
い
い
』
と
言
わ
れ
る
人
も

あ
り
ま
す
。
私
の
ま
ち
で
も　

年
３０

以
上
懇
談
会
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

人
の
心
を
変
え
て
い
く
の
は
環
境

改
善
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

結
婚
に
関
わ
る
身
元
調
査
も
相

変
わ
ら
ず
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
県

外
の
行
政
書
士
が
不
正
に
戸
籍
を

取
得
し
、
そ
れ
を
興
信
所
へ
横
流

し
し
て
身
元
調
査
に
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
イ
ン

差
別
の
現
状
か
ら
学
び
、

あ
た
た
か
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

 

▼
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

▼報告者

山根美奈子さん
（人権擁護委員）

▼報告者

井上　幹朗さん
（日野高等学校教諭）

人権のまち  ひの ０４



タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
電
子
版
被

差
別
部
落
地
名
総
鑑
も
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
被
差
別
部
落
の
出
身

か
ど
う
か
を
調
べ
て
確
認
す
る
行

為
が
依
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

法
律
失
効
か
ら
の
５
年
間
、
県

内
で
起
き
た
差
別
事
件
は
報
告
さ

れ
た
だ
け
で
１
０
０
件
を
超
え
ま

す
。
２
０
０
５
年
、
鳥
取
県
は
全

国
に
先
駆
け
て
人
権
侵
害
救
済
の

た
め
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
が
、

様
々
な
反
対
も
あ
っ
て
大
き
く
見

直
し
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
差
別
か
ら
身
を
守
る
こ
と
は

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
い
う

こ
と
を
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」

　

各
方
面
か
ら
の
報
告
の
後
、
全

員
に
よ
る
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

加
持
谷　

高
齢
者
の
課
題
の
中
で
、

「
家
族
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
が

難
し
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

こ
れ
に
は
ど
ん
な
背
景
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

山
根　

施
設
に
入
る
ま
で
は
家
族

で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
施
設

に
入
っ
た
段
階
で
、
家
族
な
ん
だ

け
ど
、
預
け
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て

い
る
と
日
々
の
生
活
の
中
で
そ
の

人
の
存
在
が
消
え
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

で
も
、
た
ま
に
は
顔
を
見
に
行

き
た
い
、
孫
の
顔
を
見
せ
た
い
と

思
っ
て
、
気
持
ち
の
中
だ
け
で
も

家
族
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
は
、

そ
の
人
の
生
き
る
力
を
高
め
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

加
持
谷　

高
齢
者
の
問
題
と
し
て

ど
う
し
て
も
気
に
な
る
の
は
、
同

和
問
題
に
関
わ
る
高
齢
者
の
こ
と
。

そ
の
現
状
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

山
口　

私
の
ま
ち
で
は
学
習
の
た

め
に
子
ど
も
た
ち
が
同
和
地
区
の

高
齢
者
に
「
ど
ん
な
差
別
を
受
け

た
か
」
を
聞
き
取
り
に
行
き
ま
す
。

　

あ
る
お
ば
あ
さ
ん
は
、「
私
は

差
別
な
ん
か
感
じ
た
こ
と
が
な

い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
よ
く
よ
く
話
し
て
み
る
と
、

「
私
は
差
別
な
ん
か
受
け
な
い
。

だ
っ
て
私
は
余
分
な
こ
と
は
言
わ

な
い
か
ら
。
病
院
や
会
合
に
行
っ

た
っ
て
余
分
な
こ
と
は
し
ゃ
べ
ら

ん
こ
と
に
し
て
い
る
」
と
。
私
は
、

差
別
を
受
け
な
い
よ
う
に
身
構
え

て
い
て
そ
れ
が
習
慣
に
な
っ
て
い

る
、
そ
う
や
っ
て
生
き
て
こ
ら
れ

た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
差
別

は
人
の
性
格
ま
で
も
変
え
て
し
ま

う
も
の
な
の
か
と
感
じ
ま
し
た
。

加
持
谷　

障
害
者
の
人
権
の
一
番

の
問
題
は
理
解
不
足
に
よ
る
偏
見

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
話
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
背
景
は
。

田
子　

障
害
者
が
社
会
の
中
で
住

む
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

障
害
者
雇
用
と
い
う
の
は
、
ど
う

し
て
も
雇
用
し
に
く
い
現
状
が

あ
っ
た
り
し
て
、
就
職
に
な
か
な

か
つ
な
が
っ
て
き
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
意
味
で
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う

機
会
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

加
持
谷　

今
回
の
よ
う
に
、
人
権

の
課
題
を
一
つ
一
つ
点
検
し
て

い
っ
て
、
人
権
は
い
か
な
る
も
の

か
と
い
う
こ
と
に
接
近
し
て
い
く

の
は
非
常
に
い
い
こ
と
。
人
権
と

い
う
も
の
は
分
け
て
は
考
え
ら
れ

な
い
、
相
互
に
す
べ
て
が
共
通
す

る
大
き
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
か
ら
今
後
ど
う
し
て

い
っ
た
ら
い
い
の
か
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

井
上　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
大
人

が
作
り
出
し
た
も
の
。
非
常
に
便

利
で
す
が
、
手
に
お
え
な
い
く
ら

い
無
責
任
な
欲
望
の
世
界
で
も
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
に
携
帯
電
話
を

買
い
与
え
る
こ
と
は
、
そ
う
い
う

世
界
に
触
れ
る
と
い
う
覚
悟
が
い

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
な

ど
の
普
段
の
生
活
の
中
で
、
他
人

の
悪
口
は
言
わ
な
い
よ
う
、
積
極

的
な
声
か
け
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
田　

山
根
さ
ん
が
話
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
提
案
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
自
分
が
元
気
な

う
ち
に
、
お
金
を
出
し
て
介
護
施

設
を
体
験
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
や
違
う

何
か
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
介
護
す
る
側
が

疲
れ
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
に
も
知
恵
を
絞
っ
て
行
政
と
協

力
で
き
れ
ば
い
い
で
す
。

　

ま
た
、
最
後
ま
で
家
族
で
あ
り

つ
づ
け
る
た
め
に
も
、
施
設
に
預

け
る
だ
け
で
な
く
、
望
ん
で
い
る

こ
と
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
も
大

切
だ
と
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

　

年
を
取
る
こ
と
は
誰
も
が
通
る

道
。
人
の
立
場
に
立
っ
て
、
自
分

が
支
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
家

族
で
な
く
て
も
声
を
か
け
合
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
今
日
か
ら
実
践
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
一
つ
提
案

し
ま
す
。
お
互
い
疲
れ
て
帰
っ
て

▼報告者

田子　功司さん
（セルプひの所長）

▼報告者

生田　公恵さん
（日野町男女共同参画
推進会議委員）

▼報告者

山口　代子さん
（伯耆町文化センター

生活相談員）
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き
た
と
き
、「
お
ー
い
飯
の
用
意

は
ま
だ
か
」
な
ど
と
い
う
代
わ
り

に
、「
今
日
は
お
疲
れ
さ
ん
。
何

か
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

な
」
と
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を
出

し
て
ほ
し
い
で
す
。
言
わ
れ
た
方

は
ど
ん
な
に
う
れ
し
い
で
し
ょ
う

か
。
き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
は
ず

で
す
。

田
子　

日
野
町
で
は
、
障
害
者
施

設
に
つ
い
て
う
ま
く
理
解
い
た
だ

い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
に
快
く
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
町

内
の
行
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
町
の
駅
伝
大
会

に
も
出
場
し
、
オ
シ
ド
リ
観
察
小

屋
の
駐
車
場
で
も
毎
日
の
よ
う
に

バ
ザ
ー
を
開
い
て
、
観
察
小
屋
へ

の
道
案
内
も
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
工
作
教
室
な
ど
、
地
域
と
の

ふ
れ
あ
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
う
い
っ
た
活
動
を
通
し
て
社
会

参
加
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
地
域

の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
が
住
み
や
す
い
社
会
は

み
ん
な
が
住
み
や
す
い
社
会
。
障

害
者
も
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
こ
と
か
ら
、
誰
も
が
つ
な

が
っ
て
い
け
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

山
口　

人
権
問
題
を
解
決
し
よ
う

と
い
う
動
き
は
多
く
の
人
の
間
に

広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
同
和
対
策

は
同
和
地
区
だ
け
の
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
ち
全
体

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

　

今
日
話
し
合
わ
れ
た
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
解
決
の
た
め
に
自
分

が
ど
う
関
わ
れ
る
の
か
、
住
み
よ

い
ま
ち
を
つ
く
る
の
に
何
が
で
き

る
の
か
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
自

分
が
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
行

動
を
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
う
し
な
い
と
何
も
変

わ
っ
て
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め

加
持
谷　

ハ
ン
セ
ン
病
に
向
き

あ
っ
た
あ
る
人
の
言
葉
に
、「
自

ら
が
燃
え
な
け
れ
ば
ど
こ
に
も
光

は
な
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
非
常
に
重
い
言
葉
、

固
い
決
意
で
す
。

　

人
権
に
つ
い
て
考
え
、
解
決
し

て
い
く
中
で
、
ま
ず
自
分
が
立
ち

上
が
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、

社
会
意
識
を
考
え
る
と
、
差
別
や

偏
見
の
意
識
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
裏
側
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
制

度
や
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
を
見
抜

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
仕
組

み
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
、
私
た

ち
の
意
識
を
変
え
る
一
つ
の
助
け

に
な
る
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

▼コーディネーター

加持谷典範さん
（鳥取県人権教育
アドバイザー）

人権啓発講演会および第３２回町人権・同和教育研究集会

【参加者数：１９８人　アンケート回答者数：６１人】
①あなたの性別は　…　男性（４６㌫）、女性（５４㌫）
②あなたの年齢は　…　２０代（８㌫）、３０代（１１.５㌫）、４０代（１６㌫）、５０代（３３㌫）、６０代（２０㌫）、７０代（１１.５㌫）
③講演の内容はどうでしたか　…　よく理解できた（７４㌫）、まあまあ理解できた（２６㌫）
④講演を聞いてどう感じましたか（複数回答あり）　…　感動した（３６㌫）、自分自身を見つめなおした
いと思った（３６㌫）、自分の態度を変えようと思った（４㌫）、自分も何かをしようと思った（２４㌫）
⑤シンポジウムの内容はどうでしたか　…　良かった（４２㌫）、まあまあだった（５６㌫）、あまり良くな
かった（２㌫）
⑥シンポジウムに参加してどう感じましたか（複数回答あり）　…　身近な人権問題が良く理解できた
（５７㌫）、自分自身を見つめなおしたいと思った（２６㌫）、自分の態度を変えようと思った（４㌫）、自分
も何かをしようと思った（１３㌫）
⑦その他の意見（自由記述）　…　▼講演は明るい口調でわかりやすく、ユーモアたっぷりでとてもよ
かった。▼もっと具体的な事例を用いて、何とかしなければと思えるような訴えかけがほしかった。▼
身近にある差別、偏見と闘わないといけないと思った ｡▼シンポジウムの報告者からの生の声がとても
わかりやすかった。▼この集会に参加して、自分自身を見なおす良い機会になりました。▼どの項目に
ついても、一口には終わらせられない問題 ｡全員がもっと関心を深める必要があると思います。
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今回も多くの人が参加



　

昨
年
の
９
月　

・　

・　

日
の
３

２３

２４

２５

日
間
、
和
歌
山
市
で
開
か
れ
た
「
全

国
解
放
保
育
研
究
集
会
」
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
全
国
各
地
を
会

場
に
、
保
育
関
係
者
、
保
護
者
な
ど

毎
年
２
０
０
０
人
以
上
が
参
加
す

る
と
て
も
大
き
な
大
会
で
す
。
町

か
ら
も
、
保
育
所
職
員
と
保
護
者

の
代
表
が
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
私
と
黒
坂
保
育
所
の
保

護
者
代
表
と
参
加
し
ま
し
た
。

　

第　

回
を
迎
え
る
こ
の
大
会
は
、

３０

「
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
の
現
実
に
学
び
、
解
放
保

育
を
創
造
し
よ
う
」
と
い
う
集
会

テ
ー
マ
を
も
と
に
、「
保
育
所
・
幼

稚
園
・
地
域
・
家
庭
す
べ
て
を
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
視
点
で
点
検
し
、
子
ど

も
の
人
権
を
尊
重
す
る
保
育
を
創

造
し
よ
う
」
と
い
う
サ
ブ
テ
ー
マ
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
第
１
日
目
は
、
基
調
提
案

を
は
じ
め
、
記
念
行
事
と
し
て
地

元
の
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
和
太
鼓
演
奏
と
踊
り
で
華
や
か

に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
、　

の
分
科
会
に

１３

分
か
れ
て
の
全
国
か
ら
の
取
り
組

み
報
告
が
あ
り
、
そ
の
報
告
を
も

と
に
し
て
各
会
場
で
熱
い
討
論
が

続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
私
は
「
子
ど
も
の
意
欲

と
主
体
性
を
育
て
る
保
育
環
境
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
分
科
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

１
本
目
の
報
告
は
、
大
阪
府
の

幼
稚
園
か
ら
の
報
告
で
「
今
年
度
か

ら
３
歳
児
の
受
け
入
れ
を
始
め
、

毎
日
の
生
活
の
流
れ
や
保
育
室
の

環
境
を
見
直
し
な
が
ら
、
１
、
２
歳

を
家
庭
で
過
ご
し
、
３
歳
児
と
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
の
難
し
さ
や

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　

２
本
目
は
、
鳥
取
県
境
港
市
の

外
江
保
育
所
か
ら
の
報
告
で
し
た
。

そ
こ
で
は
Ａ
君
と
い
う
一
人
の
男

児
に
視
点
を
あ
て
、
３
、
４
、
５
歳

の
成
長
事
例
、
小
学
校
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
つ
い
て
の
報
告
で
し

た
。
参
加
者
か
ら
も
、
質
問
や
各

県
の
取
り
組
み
な
ど
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
の
助
言
、
指
導
の
中
で
、

「
全
国
的
に
少
子
化
が
進
ん
で
い

る
中
、
地
域
の
子
ど
も
が
少
な
く

な
り
、
差
別
が
見
え
に
く
く
な
っ

て
い
る
現
在
、
子
ど
も
た
ち
を
認

め
る
こ
と
で
、
自
信
を
持
ち
、
き
ち

ん
と
し
た
言
葉
で
相
手
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
は
親
だ
け
で
な

く
、
周
り
の
大
人
に
出
会
う
こ
と

で
育
っ
て
い
く
」
と
い
う
話
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
中
で
育
つ

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

第
３
日
目
は
、
解
放
保
育
に　
３０

年
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
、
関
西
大

学
名
誉
教
授
の
鈴
木
祥
蔵
さ
ん
の

「
解
放
保
育　

年
の
歩
み
と
私
」
と

３０

い
う
演
題
で
の
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
鈴
木
さ
ん
は
、「
同
和

と
い
う
言
葉
は
《
同
胞
一
和
》
の
略

で
あ
り
、
人
は
皆
平
等
で
あ
る
と

い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
、
子
ど
も

た
ち
の
育
ち
は
、
４
つ
の
指
標
と

６
つ
の
原
則
に
基
づ
き
、
体
と
心

が
共
に
育
つ
環
境
が
必
要
で
あ
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
、
日
野
町
の
保
育
所
で
は
、
職

員
で
「
環
境
保
育
」
を
勉
強
し
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
々

の
保
育
の
見
直
し
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
遊
び

を
選
び
、
自
主
的
に
遊
び
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
、
保
育
室
を
は
じ
め
、

ま
わ
り
の
環
境
を
つ
く
る
と
共
に
、

ま
わ
り
で
関
わ
る
人
的
環
境
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

保
育
所
、
保
護
者
、
そ
し
て
各
関
係

機
関
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
取
り
入
れ
な
が
ら
連
携
を
大
切

に
し
、
こ
れ
か
ら
の
保
育
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
全
国
解
放
保
育
研
究
集
会
参
加
報
告　

ひ
の
っ
こ
保
育
所 
保
育
士　

音
田
真
理
子

身の回りの人権問題について地域みんなで考える
　町人権・同和教育推進協議会では、自分たちの身近な人権問題について地域で考え、理解を深めるた
めの小地域座談会の取り組みを毎年行っています ｡
　２００７年度は、「暮しの中の人権について話しませんか～あなたの人権は守られていますか～」をテーマ
に、町内の５１自治会すべてで開かれることを目標に取り組んでいます（３月１日現在の開催自治会：２６
自治会）。
　座談会では自治会長が班長となり、教育関係者や町職員などが各地域を訪れて、人権問題に関するビ
デオや資料を見たり、一人一人が日ごろから感じている人権課題などについて、ざっくばらんに話し合
われました ｡
２００７年度の小地域座談会で出された意見など（一部）　…　▼思いやる心があれば差別は生まれないと思
うが、実際それが難しい。思いがうまく伝わらないことが多い｡▼思っていることははっきり言い、話し
合うことが大切だと思う。▼人権についての教育は昔よりも進んでいるが、礼儀や秩序が崩壊している
のではないだろうか。▼インターネットの普及により、匿名で何でも簡単に書き込みができ、より多く
の人の目に触れさせることができるので問題が大きい ｡誹謗中傷や根拠のないいいかげんな書き込みが
増えている ｡そのようなものが差別や偏見につながっていくのではないか。▼高齢者にとって、自分を
認めてもらえることが一番うれしいようだ ｡生きがいを持つことは健康の源である。▼考えること、続
けることで何かが見えてくる ｡この学習を続けていきたい。
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私
は
、
小
学
校
の
と
き
か
ら
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
中
で

は
「
女
の
く
せ
に
サ
ッ
カ
ー
？
」
と
思
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

サ
ッ
カ
ー
は
男
子
が
す
る
ス
ポ
ー
ツ
っ

て
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
で
は
、

女
子
の
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う

日
本
代
表
の
チ
ー
ム
も
あ
る
ぐ
ら
い
な

の
で
、
男
子
で
も
女
子
で
も
関
係
の
な

い
ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
私
は
小
学
校
の
と
き
か
ら

サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
き
て
、
ち
ょ
っ
と

や
だ
な
ぁ
ー
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
練
習
中
に
男
子
と
や
っ
て
い

る
と
、
コ
ー
チ
が
私
に
男
子
と
違
う
接

し
方
を
す
る
こ
と
で
す
。
私
と
し
て
は
、

男
子
も
女
子
も
関
係
な
く
接
し
て
ほ
し

い
の
で
す
。
男
子
と
真
剣
に
勝
負
し
て

い
る
と
、
当
然
接
触
プ
レ
ー
が
生
じ
ま

す
。
時
に
は
体
ご
と
ぶ
っ
飛
ば
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
を
気

に
し
て
い
た
り
怖
が
っ
て
い
た
ら
い
い

プ
レ
ー
が
で
き
ま
せ
ん
。
男
子
の
ス

ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
き
、
自
分
の
プ

レ
ー
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
き
た
い
の

で
す
。
同
じ
ピ
ッ
チ
に
立
て
ば
、
男
も

女
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
う
考
え
て

い
る
の
で
す
が
、
コ
ー
チ
は
女
子
の
私

に
は
違
う
接
し
方
を
し
ま
す
。
試
合
や

練
習
で
、
何
が
ダ
メ
な
の
か
厳
し
く

言
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
女
子
だ
か
ら

と
い
っ
て
遠
慮
し
た
り
さ
れ
る
と
、
何

か
女
子
だ
か
ら
と
言
う
だ
け
で
低
く
見

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
ど
う
せ
で
き
な

い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
全
て
の
こ
と
に
男
女
の
差
を

な
く
し
て
し
ま
え
ば
い
い
と
考
え
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
子
に
は

男
子
の
、
女
子
に
は
女
子
の
特
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
生
か
す
場
面
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ま
だ
女
性
で
は
少
な
い
消

防
士
と
い
う
仕
事
は
、
人
を
助
け
出
し

て
運
ん
だ
り
、
火
を
消
し
た
り
し
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
男
子
は
力
も
あ
る
し

体
力
も
あ
る
の
で
、
女
子
よ
り
も
適
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
小
学
校
の
と
き
か
ら
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
き
て
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
辛
い
と
き
や

苦
し
い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
絶
対
に

逃
げ
ま
せ
ん
。
男
子
の
中
で
の
練
習
も

き
つ
い
と
き
が
あ
り
ま
す
が
、
怖
が
ら

ず
、
逃
げ
ず
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で

す
。
で
す
か
ら
、
男
子
も
遠
慮
せ
ず
、
ガ

ン
ガ
ン
来
て
ほ
し
い
で
す
。「
美
砂
は
女

子
な
の
に
す
ご
い
な
ぁ
ー
」
と
言
わ
れ
る

の
で
は
な
く
、「
美
砂
は
す
ご
い
！
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

 

■「マイナスをプラスに、ネガティブをポジティブに、プラス思
考で」。人権啓発講演会での藤井輝明さんの言葉です。子どもの
ころから辛い体験を重ね、それを乗り越えて私たちにそれを話し
てくださった、藤井さんならではの言葉だと思います。■楽しく
軽妙に語ってくださった藤井さん。その明るさは、ともに偏見と
たたかってくれたご両親の支えのたまものだと思います。ともに
助け合ってこそ人間は誇りを持って生きることができるのだと実
感しました。

　人権のまち ひの
　　　　　　　　　

２００８年３月１９日発行

発行：日野町人権 ･同和教育推進協議会
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▼午前（受付時間：午前７時３０分～午前１１時３０分）
備考第４土第２土金木水火月診察科目
循内は隔週五代井上五代五代（循内）五代一診

内　科
櫃田熊野（大学）櫃田櫃田二診

櫃田（脳内）井上佐藤三診
櫃田禁煙

大谷または山根大谷山根大谷山根（大学）外　科
青木青木（大学）（大学）青木青木整形外科

（大学）玉井（大学）玉井玉井眼　科
頭本頭本頭本頭本頭本頭本頭本小児科

心臓・血管
耳鼻科

泌尿
器科

その他
（大学） 皮膚科

▼午後（受付時間：正午～午後４時）
備　考金木水火月診察科目

（大学）（大学）内　科
水曜日は第２・４・５のみ頭本頭本頭本頭本頭本小児科

▼心臓血管外来は第３木曜のみ
▼心療内科の受付は午後２時まで

婦人科
心臓
血管

心療
内科

その他
（大学）

※医師の出張等により、診察日・担当医師が変更になる場合があります。
　詳しくは、日野病院 (電話７２‐０３５１)までお問合せください。
　または【日野病院ホームページ  http://www.hinohp.com】でご確認ください。

（
３
月
現
在
）

　

平
成　

年
4
月
よ
り
日
野
病

18

院
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

井
上
和
興
で
す
。
こ
の
た
び
、

4
月
か
ら
鳥
取
大
学
付
属
病
院

に
転
勤
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
野
病
院
で
は
、
訪
問
診
察

を
中
心
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
は
、

今
ま
で
に
し
た
こ
と
の
な
い
も

の
で
し
た
。
人
の
家
の
敷
居
を

ま
た
ぐ
と
い
う
こ
と
で
最
初
は

か
な
り
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

私
み
た
い
な
若
造
を
受
け
入
れ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、
ど
ん
な

こ
と
を
聞
か
れ
る
の
か
な
ー
、

家
族
の
方
と
の
会
話
は
ど
ん
な

風
に
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

た
だ
、
訪
問
す
る
と
皆
さ
ん

に
非
常
に
あ
た
た
か
く
迎
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

一
番
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

や
は
り
家
で
見
る
表
情
は
、
病

院
で
の
表
情
と
は
比
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
く
ら
い
生
き
生
き

と
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
病
院
で
の
皆
さ
ん
の

姿
は
、
皆
さ
ん
の
人
生
の
ほ
ん

の
、
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
な
い

ん
だ
な
ー
。
い
か
に
皆
さ
ん
の

こ
と
を
知
ら
ず
に
今
ま
で
接
し

て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
実
感

で
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
っ
と

も
っ
と
成
長
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
医
者
も
ち
ゃ
ん
と
し

た
人
と
し
て
、
生
き
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
生

か
し
、『
じ
な
く
そ
』
を
言
い
続

け
、
元
気
に
や
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
こ
か
で
見

か
け
た
ら
声
を
か
け
て
や
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

２
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で

し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
２
年
か
ぁ
ー
！　
　
　

医
師　

井 
上 
和 
興



男
性
も
料
理
を
楽
し
ん
で

　

普
段
台
所
に
立
つ
機
会
の
少
な

い
男
性
に
、
料
理
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
２
月　

日
、
男
性
の

２８

料
理
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
男
性
の
料
理
教
室
は
７
月
、

　

月
に
次
ぐ
第
３
回
目
と
な
り
ま

１１し
た
。
今
回
は
、
町
内
で
捕
獲
さ

れ
た
イ
ノ
シ
シ
肉
を
メ
イ
ン
食
材

に
使
い
、
ギ
ョ
ウ
ザ
、
串
カ
ツ
、

イ
ノ
シ
シ
鍋
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
講
師
も
含
め　

人
の

１３

参
加
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に

分
か
れ
調
理
し
ま
し
た
。
塊
の
イ

ノ
シ
シ
肉
を
前
に
心
踊
り
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
出
来
上
が
る
か
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

山
の
恵
み

イ
ノ
シ
シ
料
理
に
挑
戦

　

ギ
ョ
ウ
ザ
は
塊
肉
を
ス
ピ
ー
ド

カ
ッ
タ
ー
で
ミ
ン
チ
状
に
し
、
白

菜
や
ニ
ラ
な
ど
を
混
ぜ
て
こ
ね
、

皮
に
包
み
ま
し
た
。
市
販
の
も
の

の
よ
う
に
揃
っ
た
形
に
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
手
作
り
ギ
ョ
ウ
ザ
の
お

い
し
さ
は
格
別
で
す
。
し
っ
か
り

と
し
た
食
感
が
あ
り
、
旨
み
に
溢

れ
た
餃
子
で
し
た
。

　

串
カ
ツ
は
、
ま
ず
大
き
な
塊
肉

を
２
セ
ン
チ
く
ら
い
の
厚
み
に
切

り
、
そ
れ
を
一
口
大
に
切
り
分
け

ま
し
た
。
濃
い
赤
色
の
肉
と
真
っ

白
な
脂
身
の
肉
は
と
て
も
美
し
く
、

ま
た
野
性
味
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

ひ
と
串
に
肉
を
二
切
れ
刺
し
、
衣

を
つ
け
て
油
で
揚
げ
ま
し
た
。
肉

が
硬
く
な
る
の
で
は
と
想
像
し
て

い
ま
し
た
が
、
食
べ
て
み
る
と
柔

ら
か
く
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
肉
と
脂
身

の
甘
み
に
表
情
は
ニ
ン
マ
リ
。
と

て
も
食
べ
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

イ
ノ
シ
シ
鍋
は
代
表
的
な
料
理

で
あ
り
、
コ
ク
の
あ
る
美
味
し
さ

は
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

意
外
と
ヘ
ル
シ
ー

イ
ノ
シ
シ
肉
の
秘
密

　

イ
ノ
シ
シ
肉
は
豚
肉
に
比
べ
、

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
濃
度

を
下
げ
る
働
き
の
あ
る
不
飽
和
脂

肪
酸
の
量
が
多
く
、
ま
た
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
を
大
量
に
含
有
し
、
し
か

も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
少
な
い
と

い
う
ヘ
ル
シ
ー
な
食
材
で
す
。

　

参
加
者
は
、
イ
ノ
シ
シ
肉
を

使
っ
た
料
理
教
室
は
来
年
も
開
催

し
て
ほ
し
い
と
盛
況
で
し
た
。

旬
の
食
材
に
腕
を
ふ
る
う　

▼
男
性
の
料
理
教
室

広報ひの 10

協力しあって手際よく

一つずつ丁寧に包んでゆく

みんなで試食、いただきまーす

ボリュームたっぷりのイノシシ肉



安
心
・
安
全
な

地
域
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

～
青
パ
ト
会
員
募
集
中
～

　

地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協

議
会
（
通
称
・
青
パ
ト
）
で
は
、
子
ど
も

た
ち
や
高
齢
者
を
不
審
者
か
ら
守
る
パ

ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
車
に
乗
っ
て

町
内
を
回
っ
て
く
だ
さ
る
人
、
下
校
時

に
通
学
路
に
立
っ
て
く
だ
さ
る
人
な
ど
、

会
員
の
中
で
も
活
動
は
様
々
で
す
が
、

安
心
･
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
い
う
同

じ
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
。
不
審
者
に

よ
る
事
件
を
未
然
に
防
ぎ
、
全
町
・
各
地

区
で
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
力
で
、

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
人
は
、

協
議
会
事
務
局
（
町
公
民
館
、
電
話　

‐
７４

０
２
１
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町公民館の使用手続き
　公民館を使用される方は、使用する３日前までに申請書を公
民館へ提出してください。
●使用できる日＝年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く日
●使用できる時間＝午前８時３０分から午後１０時まで
●料金＝町使用料条例による額
※ロビーは、午前８時３０分から午後５時３０分まで開放していま
す。図書室もありますので、お気軽にお立ち寄りください。
※ごみ袋は設置していませんので、ご持参ください。

平
成　

年
度
日
野
町
お
し
ど
り
学
園
の

２０

学
園
生
を
募
集
し
ま
す
。

１
年
を
通
し
て
月
に
１
回
、

身
近
な
こ
と
に
つ
い
て
講
演
を
聴
い
た
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、

専
門
講
座
で
学
習
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
　期　
　

間　
　

４
月
か
ら
毎
月
１
回

　
　
　
　
　
　
（
お
お
む
ね
第
３
金
曜
日
）

場　
　

所　
　

町
公
民
館

時　
　

間　
　

午
前
９
時　

分
か
ら　

時　

分
く
ら
い

３０

１２

３０

対　
　

象　
　

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
年
間
を
通
し
て

６５

　
　
　
　
　
　

参
加
可
能
な
人

専
門
講
座　
　

８
講
座

　
　
　
　
　
　

①
生
花　

　
　
　
　
　
　

②
手
芸

　
　
　
　
　
　

③
料
理

　
　
　
　
　
　

④
語
る
会

　
　
　
　
　
　

⑤
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　

⑥
園
芸

　
　
　
　
　
　

⑦
健
康

　
　
　
　
　
　

⑧
木
工

問
合
せ
先　
　

町
公
民
館　
（
電
話　
　

‐
０
２
１
２
）

７４

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か

 

▼
お
し
ど
り
学
園 
学
園
生
募
集

平成２０年度 第１回おしどり学園
　

　平成２０年度のおしどり学園開講式を開きます。

　当日は懇親会（負担金１,０００円）を行います。

　学園生の方は必ず出欠の連絡をお願いします。

日　時　　４月１８日（金）午前９時３０分～
場　所　　町公民館

内　容　　おしどり学園開講式

問合せ　　町公民館（７４－０２１２）

その他　　当日は町営バスを臨時運行します
毎回違うテーマの講演もあります
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あ もの にち  ど ご ご  じ

ろうじん いこい い え  こ う し あだち としこ

い ばな にち  か ぷん

しもえのきしゅうかいしょ いくた きよこ

にってい へんこう くわ

しもえのきりんぽかん

じ か ん  よ て い  し ん ね んど  あたら こ う ざ

じゅんび き が る  さ ん か

４ 
月 
の 
学
習
講
座 

が
つ 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ 
予
定 
よ
て
い

  
犯
罪  
被
害
者 
に 
理
解 
と 
支
援 
を

は
ん
ざ
い 

ひ
が
い
し
ゃ 

り
か
い 

し
え
ん

 

▼
犯
罪
被
害
者
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　　
「 
突
然 
、 
被
害
者 
に
な
っ
た
と
き
…
あ
な
た
は
？
」の
テ
ー

と
つ
ぜ
ん 

ひ
が
い
し
ゃ

マ
で
２ 
月 
８ 
日 
、 

米
子
市  
文
化 
ホ
ー
ル
で
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

が
つ 

か 

よ
な
ご
し 

ぶ
ん
か

ム
が 
開 
か
れ
ま
し
た
。

ひ
ら

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に 
先
立 
ち
、 

山
口
県  
光
市 
の 
本
村  
洋 
さ
ん

さ
き
だ 

や
ま
ぐ
ち
け
ん 
ひ
か
り
し 

も
と
む
ら 
ひ
ろ
し

に
よ
る
「 
犯
罪  
被
害
者 
の 
現
状 
と 
必
要 
な 
支
援 
」
と 
題 
し
た

は
ん
ざ
い 

ひ
が
い
し
ゃ 

げ
ん
じ
ょ
う 

ひ
つ
よ
う 

し
え
ん 

だ
い

 
基
調
講
演 
が 
行 
わ
れ
、 
平
成 　
 
年 
に 
妻 
と 
娘 
を 
少
年 
（ 
当
時 
）

き
ち
ょ
う
こ
う
え
ん 

お
こ
な 

へ
い
せ
い 

ね
ん 

つ
ま 

む
す
め 

し
ょ
う
ね
ん 

と
う
じ

１１

に 
殺
害 
さ
れ
た
被
害
者
の 
家
族 
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の 
経
過 

さ
つ
が
い 

か
ぞ
く 

け
い
か

や
現
状
に
つ
い
て 
自 
ら 
調
査 
さ
れ
た 
資
料 
に 
基 
づ
き 
話 
さ
れ

み
ず
か 

ち
ょ
う
さ 

し
り
ょ
う 

も
と 

は
な

ま
し
た
。

　

講
演
の 
後 
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
被
害
者
に
な
っ
て 
思 
う
こ

あ
と 

お
も

と
」
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
本
村
さ
ん
と 
鳥
取
県
内 

と
っ
と
り
け
ん
な
い

の
被
害
者 
家
族 
３ 
人 
が
、
被
害
者
や
そ
の
家
族
の 
苦
労 
や 
悩 

か
ぞ
く 

に
ん 

く
ろ
う 

な
や

み
な
ど
、
現
状
と 
実
態 
を 
意
見
交
換 
し
ま
し
た
。

じ
っ
た
い 

い
け
ん
こ
う
か
ん

　

そ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
被
害
者
や
家
族
の
実
態
を 
地
域 
ち
い
き

が 
知 
る
と
と
も
に
、 

社
会
全
体 
が
い
か
に
支
援
を
行
っ
て
い

し 

し
ゃ
か
い
ぜ
ん
た
い

く
か
を 
改 
め
て 
考 
え
て
ほ
し
い
と 
訴 
え
ら
れ
ま
し
た
。

あ
ら
た 

か
ん
が 

う
っ
た

　
 
隣
保
館 
の 
主 
な 
事
業 
の
ひ
と
つ
、

り
ん
ぽ
か
ん 

お
も 

じ
ぎ
ょ
う

 
相
談
業
務 
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を 
図 

そ
う
だ
ん
ぎ
ょ
う
む 

は
か

ろ
う
と
、 
Ｄ
Ｖ （
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

デ
ィ
ー
ブ
イ

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
な
ど
の 
女
性
相
談 

じ
ょ
せ
い
そ
う
だ
ん

に
つ
い
て
、 
西
部  
地
区 
隣
保
館

せ
い
ぶ 

ち　

く

 
職
員
研
修
会 
が

２ 

月 　

 

日 
、

し
ょ
く
い
ん
け
ん
し
ゅ
う
か
い 

が
つ 

に
ち

２９

 
米
子
市  
中
央 
隣
保
館
で 
開 
か
れ
ま

よ
な
ご
し 

ち
ゅ
う
お
う 

ひ
ら

し
た
。

　
 
研
修 
の 
内
容 
は
、
み
も
ざ
の 
会 

け
ん
し
ゅ
う 

な
い
よ
う 

か
い

（
Ｄ
Ｖ 
被
害
者 
支
援
団
体
）
に
よ
る

ひ
が
い
し
ゃ

「
女
性
相
談
に
か
か
わ
る 
基
礎 
き　

そ

 
講
座 
」
で
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の 
対
応 

こ
う
ざ 

た
い
お
う

の 
方
法 
や
被
害
者
の 
体
験 
を 
話 
さ

ほ
う
ほ
う 

た
い
け
ん 

は
な

れ
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
を
「 
子 
ど
も
の
た
め
に 
自
分 

こ 

じ
ぶ
ん

さ
え 
我
慢 
す
れ
ば
」
と 
耐 
え
る 
人 
も

が
ま
ん 

た 

ひ
と

あ
る
が
、
そ
の 
忍
耐 
が
子
ど
も
の
た

に
ん
た
い

め
に
な
ら
な
い
こ
と
、
Ｄ
Ｖ
を 
目
撃 

も
く
げ
き

す
る
こ
と 
自
体 
が
子
ど
も
に
と
っ

じ
た
い

て
は 
虐
待 
で
あ
る
こ
と
を
被
害
者

ぎ
ゃ
く
た
い

に 
伝 
え
る
こ
と
や
、 
安
全 
に
、
か
つ

つ
た 

あ
ん
ぜ
ん

 
安
心 
し
て
相
談
が
で
き
る 
環
境 
を

あ
ん
し
ん 

か
ん
き
ょ
う

 
整 
え
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も 
重
要 

と
と
の 

じ
ゅ
う
よ
う

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。

※
Ｄ
Ｖ
と
は
、 

家
庭
内  
等 
で
「 
力 
」

か
て
い
な
い 

な
ど 

ち
か
ら

で 
支
配 
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、 
犯
罪 

し
は
い 

は
ん
ざ
い

 
行
為 
で
す
。 

具
体
的 
に
は
、 
夫
婦
間 

こ
う
い 

ぐ
た
い
て
き 

ふ
う
ふ
か
ん

な
ど 
親
密 
な 
関
係 
の 
相
手 
か
ら
、
▼

し
ん
み
つ 

か
ん
け
い 

あ
い
て

 
殴 
る 
蹴 
る
な
ど
の 
暴
力 
▼ 
精
神
的 

な
ぐ 

け 

ぼ
う
り
ょ
く 

せ
い
し
ん
て
き

な
暴
力
、 
罵 
り
、 
脅
迫
的 
な 
言
葉 
▼

の
の
し 

き
ょ
う
は
く
て
き 

こ
と
ば

 
強
引 
な 
性
行
為 
な
ど
を 
受 
け
る
こ

ご
う
い
ん 

せ
い
こ
う
い 

う

と
で
す
。

 
Ｄ
Ｖ 
の 
実
態 
を 
学
習 
し
ま
し
た

デ
ィ
ー
ブ
イ 

じ
っ
た
い 

が
く
し
ゅ
う

  
１
年
間 
の 
成
果 
を 
発
表 

い
ち
ね
ん
か
ん 

せ
い
か 

は
っ
ぴ
ょ
う

　

▼ 
榎 
の 
実  
学
習
会  
閉
講
式 

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い 
へ
い
こ
う
し
き

　　

２ 
月 　
 
日  
、 
榎 
の 
実  
学
習
会 
の
２
０

が
つ 

か 

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い

１４

０
７ 
年
度  
閉
講
式 
を

ね
ん
ど 

へ
い
こ
う
し
き

 
下
榎
集
会
所 
で

し
も
え
の
き
し
ゅ
う
か
い
し
ょ

 
開 ひら

き
ま
し
た
。

　
 
今
年
度 
の
閉
講
式
は
、 
小
中
学
校  
合 

こ
ん
ね
ん
ど 

し
ょ
う
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う 
ご
う

 
同 
で
開
き
、
は
じ
め
に 
教
育  
課
長 
の
あ
い

ど
う 

き
ょ
う
い
く 
か
ち
ょ
う

さ
つ
が
あ
り
、 
子 
ど
も
た
ち
に
ね
ぎ
ら
い

こ

と 
励 
ま
し
が
あ
り
ま
し
た
。

は
げ

　
 
小
学
生 
は 
１
年
間 
の
学
習
会
の 
締 
め

し
ょ
う
が
く
せ
い 

い
ち
ね
ん
か
ん 

し

く
く
り
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ 
別 
に 
調 
べ
た

べ
つ 

し
ら

こ
と
を
パ
ソ
コ
ン 
映
像 
や 
地
区  
内 
を

え
い
ぞ
う 

ち　

く 

な
い

 
廻 
っ
て 
調 
べ
て 
作 
っ
た 
地
図 
な
ど
を

ま
わ 

し
ら 

つ
く 

ち　

ず

 
使 
っ
て 
発
表 
し
ま
し
た
。

つ
か 

は
っ
ぴ
ょ
う

　
 
今
年  
初 
め
て 
取 
り 
組 
ん
だ
小
中
学
校

こ
と
し 

は
じ 

と 

く

合
同
の
学
習
会
は 
好
評 
で 
来
年 
も
ぜ
ひ

こ
う
ひ
ょ
う 

ら
い
ね
ん

や
り
た
い
と
い
う 
意
見 
が
あ
り
ま
し
た
。

い
け
ん

　

ま
た
、 
中
学
生 
の
１
、
２ 
年
生 
は
、
こ

ち
ゅ
う
が
く
せ
い 

ね
ん
せ
い

の
１
年
を 
振 
り 
返 
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の 
思 
い

ふ 

か
え 

お
も

を
発
表
、
３
年
生
は
こ
れ
ま
で
の
学
習
会

の 
思 
い 
出 
な
ど
を 
作
文 
に
し
て
発
表
し

お
も 

で 

さ
く
ぶ
ん

ま
し
た
。

　
 
最
後 
に
１
年
間 
休 
ま
ず
学
習
会
に 
出 

さ
い
ご 

や
す 

し
ゅ
っ

 
席 
し
た 
児
童 
、 
生
徒 
に 
表
彰
状 
が 
贈 
ら

せ
き 

じ
ど
う 

せ
い
と 

ひ
ょ
う
し
ょ
う
じ
ょ
う 

お
く

れ
ま
し
た
。



〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４
※４月から、文化センター・図書館のＦＡＸ
を廃止し、役場のＦＡＸと兼用になります

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp
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●木のおもちゃづくり
４月２０日（日）９：３０～
場所：図書館車庫

■動物の組み木・パズルなど
　　　　　　　　　　　（要材料費）

●図書館おはなし会
４月２６日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー
■春のおはなし、わらべうたなど
　　　　　　　　　　　（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
４月２６日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー

４月２日 (水 ) ～２７日 (日 ) 

　

 曄 の会 大正琴演奏会
よう

　

　１２：３０開演（１２：００開場）※入場無料
 

　■会場　ホ－ル森の音楽隊
　　 　  　■曲目　民謡『貝殻節』『鹿児島おはら節』など
　　　　　　　　　　　  名取披露『越後獅子』『娘道成寺』『勧進帳』など
　　　　　　　　　　　  童謡『ふるさと』『赤とんぼ』など
　　　　　　　  ■問合せ　曄の会 植木さん（電話７２‐０１０８）
　　　　　　　  ■後援　町教育委員会

／１３（日）
４

●３月２２日（土）１０：３０～　 人形劇「かえるくん・かえるくん」
（会場：ひのっこ保育所）

●４月６日（日）   １０：００～　 藤っ子ピアノ発表会
（会場：ホール森の音楽隊）

　

　１～２月に行ったアンケートや利用状況などを参考に、

平成２０年度の図書館に入る雑誌が決まりました ｡

　最新号以外は貸し出しできますので、どしどしご利用く

ださい ｡（町公民館までお届けすることもできます )

　なお、☆印は寄贈いただいている本です。（このほかに、

年間通して寄贈いただける人は、町図書館までご連絡くだ

さい）
 

４月からの雑誌一覧
週刊文春
☆週刊新潮
アエラ
現代農業
囲碁講座
歴史読本
ニュートン
文芸春秋
短歌
ダヴィンチ
一個人
日経ＰＣビギナーズ
部落解放
一枚の繪
かがくのとも
ちいさなかがくのとも
こどものとも
こどものとも年少版
たまごクラブ
ひよこクラブ
母の友
☆クーヨン
アニメディア
☆ＭＯＥ
ラブベリー
ロードショー

☆ビッグコミック
☆アサヒカメラ
婦人公論
オレンジページ
栄養と料理
おしゃれ工房
きょうの料理
きょうの健康
趣味の園芸
暮しの手帖
☆家庭画報
☆クロワッサン
ＶＥＲＹ
ＥＳＳＥ
花時間
non‐no
☆サライ
山と渓谷
旅の手帖
☆ソフトテニスマガジン
ゴルフダイジェスト
Ollie
L マガジン
☆ラズダ
山陰ウィンク
☆武道

白つつじの会～生田長江顕彰会～
平成２０年度会員募集中

　

年会費：２,０００円
年２回程度のセミナー・イベン
ト案内などの情報が届きます



届
出　

２
月　

日
～
３
月　

日   
敬
称
略

１１

１０

　

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　

２
月
届
出
分

水
谷
千
鶴
子　
　
　

歳　
　

上
菅

９０

西
村
か
つ
ゑ　
　
　

歳　
　

下
榎

８８

川
端　
　

恒　
　
　

歳　
　

舟
場

８３

二
野
宮
ト
ラ
子　
　
　

歳　
　

上
菅

８１

　

３
月
届
出
分

今
津　

玉
枝　
　
　

歳　
　

根
雨

７２

小
林　

博
文　
　
　

歳　
　

舟
場

４１

■今月の表紙、黒坂保育所の
子どもたち。突然の訪問にも
かかわらず、思い思いのポー
ズでレンズに収まってくれま
した。■４月からは１年生に
なる子、ひのっこ保育所に通
う子とさまざまですが、この
とびきりの笑顔でがんばって
ほしいですね。（i)

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　　

吹
雪
く
夜
の
夢
に
訪
ひ
た
る
五
合
庵　
（
講
師
）

谷   　

悦
子

　　

楽
し
み
も
悩
み
も
包
み
細
雪　
　
　
  
 　
　

安
達
つ
る
ゑ

　　

花
持
ち
の
ま
こ
と
長
き
や
寒
牡
丹　
      
荒
木　

習
子

　　

病
室
で
分
け
あ
い
な
げ
る
年
の
豆 　
    
梅
林　

春
子

　　

雪
ず
り
が
古
家
ふ
る
わ
す
日
暮
ど
き     
勝
瀬　

京
子

　　

閉
ざ
さ
れ
て
も
の
読
み
返
す
冬
の
夜 　
   

川
上　

文
子

　　
 
藁 
買
ひ
の
備
中 
訛 
り
冬 
温 
く　
　
　
　  　

久
城　

霞
渓

わ
ら 

な
ま 

ぬ
く

　
　
　

寒
念
仏
僧
を
と
り
巻
く
カ
メ
ラ
マ
ン　   
徳
本
千
鶴
子

　　

住
職
が
鬼
か
寺
苑
の 
追
儺 
跡　
　
　
　
  
真
壁
富
貴
枝

つ
い
な

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

予備自衛官補を
募集しています

　

　予備自衛官補制度とは、主として自衛官未経験者を
対象に予備自衛官補として採用し、所定の教育訓練を
経た後、予備自衛官として任用する制度です。
　なお、一般公募と技能公募の２種類があります。技
能公募について詳しくは、地域事務所にお問合せくだ
さい。
 

▼一般公募の場合
対象年齢　１８歳以上～３４歳未満の人
受付期間　４月１４日（月）まで
試験日程　４月１９日（土）～２１日（月）の間の１日間
身　　分　非常勤の特別職国家公務員
問　合　せ　自衛隊米子地域事務所
　　　　　（電話０８５９‐３３‐２４４０）
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事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
を

　　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

が
、
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

平
成　

年
度
の
確
定
保
険
料
申
告
、

１９

平
成　

年
度
の
概
算
保
険
料
お
よ

２０

び
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
に
基
づ

く
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
５
月　
２０

日
ま
で
に
年
度
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
は
、
期
間
中
、
集
合
受

付
会
場
ま
た
は
鳥
取
労
働
局
で
受

付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
の
認
証
局
発
行
の

「
電
子
証
明
書
」
が
必
要
で
す
が
、

申
告
書
右
側
上
部
に
印
書
し
て
あ

る
ア
ク
セ
ス
コ
ー
ド
（
８
ケ
タ
の

英
数
字
）
を
使
う
と
、
電
子
申
請

に
よ
る
申
告
書
作
成
が
簡
単
に
で

き
、
電
子
納
付
も
可
能
で
す
。

集
合
受
付
会
場　

山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
受
付
日
時　

４
月　

日
（
金
）
午

２５

前
９
時　

分
～
午
後
４
時

３０

※
集
合
受
付
会
場
で
は
保
険
料
納

付
の
取
り
扱
い
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
保
険
料
を

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

鳥
取
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
室
（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
２９

１
７
０
２
）

スポーツ安全保険 加入のご案内
 　

スポーツ安全保険は、アマチュアのスポーツ・文化・
ボランティア・地域・指導活動をする団体（５人以
上）を対象に、グループ活動中の傷害事故や賠償責任
を負う事故を補償する制度で、現在１,０００万人の加
入実績があります。加入内容、申し込みなど、詳し
くは教育委員会までお問合せください。
 

■現在受付中です
■保険期間　４月１日から１年間
■問合せ先　町教育委員会事務局（電話７２‐２１０７）

  掛金（１人）対    象    団    体

　　５００円
子どもの団体（中学生以下）

文化・ボランティア・地域活動（高校生以上）団体

　１,５００円高校生以上のスポーツ活動団体

　　８００円老人クラブなどの団体（６０歳以上）

　９,０００円危険度の高いスポーツ活動団体



ＡＰＲＩＬ（卯月）

金１８法律相談　開発センター　午後１時～
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）３月２８日〆切
火 １

土１９不燃ごみの収集日（全町）水 ２

日２０木 ３
１歳６か月児・２歳児健診　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分
月２１金 ４

火２２土 ５
発泡スチロール・乾電池・蛍光管の収集日
（全町）水２３町消防出初式　根雨小学校　午前１０時～日 ６

木２４人権相談
開発センター　午後１時～午後３時
月 ７

ポリオ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分
金２５火 ８

土２６行政相談　町公民館　午前９時～正午水 ９
第２５回県カヌー選手権大会
カヌーの里特設コース（下榎）　午前９時～
日２７資源ごみの収集日（全町）

月２８木１０
宝仏山登山道開き
集合＝町歴史民俗資料館前　午前８時３０分～
火２９金１１
昭和の日 (可燃ごみの収集は休みます）
※３０日に火曜日収集の地区を収集します

隣保館編み物講座　老人憩の家　午後７時～土１２

火曜日収集地区の可燃ごみを収集します水３０日１３
軽自動車税の納期限日健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月１４

乳幼児相談　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

犬の登録・狂犬病予防接種（集合注射）
（５ページをご覧ください）

隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～
火１５
犬の登録・狂犬病予防接種（集合注射）
（５ページをご覧ください）

古紙の収集日（全町）水１６
犬の登録・狂犬病予防接種（集合注射）
（５ページをご覧ください）

木１７

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
72‐1191下榎集会所74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
　

■山陰合同銀行根雨支店　
～４月１１日まで　 ４

月１４日～５月１６日まで

■蔵美術館　
～４月２５日まで

■県西部地震展示交流センター　
４月３

日～５月２８日まで
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「
先
日
は
突
然
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
根
雨
駅

を
目
指
し
た
ら
案
外
近
か
っ
た
で
す
。
オ
シ
ド

リ
駐
車
場
に
て
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
感
じ
の
良

い
人
た
ち
と
話
が
弾
み
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

良
い
天
気
だ
っ
た
の
で
オ
シ
ド
リ
も
外
交
に
出

か
け
て
る
み
た
い
。
少
数
の
オ
シ
ド
リ
は
ヨ
シ

の
所
で
お
昼
寝
。
ほ
ほ
え
ま
し
い
風
景
で
し
た

よ
。
金
持
神
社
に
参
拝
し
、
札
所
で
黄
色
い
財

布
と
ひ
ょ
う
た
ん
を
求
め
ま
し
た
。
素
晴
ら
し

い
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
で
す
ね
。
う
ら
や
ま
し
い

で
す
。
日
野
町
か
ら
の
帰
り
、
雪
の
大
山
が
す

ば
ら
し
く
、
車
を
停
め
て
カ
メ
ラ
に
収
め
ま
し

た
。
本
当
に
心
豊
か
な
、
温
か
な
一
日
で
し
た
。

ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
ね
。
お
元
気
で
」（
出
雲
市

「
三
代
ち
ゃ
ん
」
か
ら
の
お
手
紙
で
す
）

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

う
れ
し
い
お
便
り

③

　

ま
ち
で
の
食
の
安
全
は
？

　　

今
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
食
の
安
全
が
強
く
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。
中
国
で
製
造
さ
れ
た
冷
凍
食
品
か
ら
毒
物

が
検
出
さ
れ
、
食
べ
た
人
が
入
院
、
治
療
を
受
け
る
事

態
が
発
生
し
、
そ
の
原
因
は
調
査
中
で
す
が
、
究
明
を

急
い
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
の
口
に
入
る
も

の
で
す
か
ら
、
特
に
注
意
し
た
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、
日
野
町
の
保
育
所
、
小
・
中
学
校
の
給
食
の

食
材
は
大
丈
夫
な
の
か
、
誰
も
が
心
配
な
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
調
理
現
場
に
出
向
き
、
担
当
職

員
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
主
食
は
日
野
町
産
米
の
ご
飯
で
す
。
パ
ン
食

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
副
食
の
食
材
に
つ
い
て
は
、
以

前
か
ら
安
心
・
安
全
の
た
め
、
納
入
業
者
の
協
力
を
得

て
地
元
産
を
主
体
に
仕
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
い
わ
ゆ
る
地
産
地
消
で
す
ね
。
ど
う
し
て
も
ほ

か
の
地
区
の
も
の
を
使
う
と
き
に
は
、
学
校
給
食
会
な

ど
の
検
査
済
証
明
が
あ
る
も
の
を
使
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
国
産

の
冷
凍
食
材
は
以
前
か
ら
使
っ
て
い
な
い
と
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
話
か
ら
は
、
大
切
な
ま
ち
の
子
ど

も
た
ち
の
食
の
安
全
を
守
る
ん
だ
と
の
意
欲
が
う
か

が
え
ま
し
た
。
今
後
い
っ
そ
う
の
努
力
を
望
み
ま
す
。

　

給
食
で
は
、
た
だ
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、「
食
育
」

の
観
点
か
ら
、
献
立
や
食
材
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。
お
祝
い
の
日
に
は
赤

飯
の
由
来
で
あ
る
と
か
、
み
そ
汁
の
具
な
ど
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
生
き
る
う
え
で
食
事
が
い
か

に
大
切
な
も
の
で
あ
る
か
を
説
い
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
家
庭
で
も
、
食
事
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
食
べ
物

か
ら
も
元
気
な
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　

　
（
３ 
月
４ 
日
記
）　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第２４回

『このひととき、極上の幸せ』
撮影●生田英明さん（根雨）
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